
関西大学外国語教育学会 
冬期研究会2025

ESP概論～ニーズ分析から実践まで
寺内 一先生
（高千穂大学 商学部教授） 

2026年1月11日(日)
14:00～16：00（受付：13:45～）
Zoomによるオンライン開催

ESPは1960年代の国際的潮流の中で台頭し、
日本では1980年代後半から1990年代にかけて
国際化と産業のグローバル化を背景に活発化した。
本講演では先ずESPの基本となるジャンルの概念について
その変遷を確認していきたい。そして、ESPを実践する上
で必要不可欠であるニーズ分析とPAIL分析を概観する。
AIが台頭し日常が変わりつつある今、「ESPとは何か」と
いう大きなテーマを捉え、外国語教育・研究全般に応用で
きる知見を提示する。

寺内 一（てらうち・はじめ/Dr. Hajime Terauchi)

高千穂大学 商学部教授
1983年慶應義塾大学法学部法律学科卒業、1997年英国University of Warwick, Centre for

English Language Teacher Education, Ph.D. in English Language Teaching取得
現在、慶應義塾大学、関西大学大学院兼任講師。

Sign Up Here
○参加費：
無料（会員、学部生）
500円（非会員）
*学部生は、問い合わせ先に学生証の
デジタルコピーをご送付ください

○事前申込み：必要
申込み〆切：
2026年1月10日(土)正午
URL：
https://peatix.com/event/4702290

QR

お問い合わせ
関西大学外国語教育学研究大会委員会
kandaigaikyou@gmail.com
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